
生徒指導にかかわる取組
（加茂・南蒲）

生徒のコミュニケーション能力を伸ばす指導の在り方

１ 今年度の主たる活動

（１）期 日 平成２３年８月２６日（金）９：００～１１：００

（２）会 場 加茂市立石川小学校

（３）内 容 講演会：演題『生徒のコミュニケーション能力を伸ばす指導の在り方』

講師 新潟市立月潟中学校 校長 本間寿美 様

２ 研修の概要

加茂市では、市教研生徒指導部として小・中合同で指導力の向上に取り組んでいる。今年度は、

新潟市立月潟中学校長本間寿美先生を講師に迎え、演習を織り交ぜての講演会を開催した。

講演会では、まず現代の子どもを取り巻く状況についての説明があった 「現代社会はＴＶは一人。

に一台で当たり前で、家族みんなで楽しむことが少なくなった 「インターネットや携帯メールな。」、

ど直接話をしなくても顔を合わせなくてもコミュニケーションがとれる時代になった 」といったも。

のである。これらの状況が仲間づくりのできない児童生徒の増加と関連していることを指摘された。

その上で 『ソーシャルボンド（社会的絆＝人間関係の構築 』という言葉を用いて、これが今の、 ）

時代に求められているという説明があり、このソーシャルボンドを高めていくためには、①適切な

スキルを身に付ける ②良質な体験を豊富にさせる ③スキルを日常に浸透させる、といった段階

を踏まえたスキル指導が大切だと強調された。

講演会後半は 『アサーショントレーニング』とい、

う技法を用いて演習を行った。演習では、児童生徒

の立場になり、学校生活を過ごす中で実際に起こり

うる出来事を想定し、そのような場合にどのような

。対応をとることが望ましいのかを考えて話し合った

また、教師や親の立場になり、どのような言葉がけ

で指導やコミュニケーションの効果を上げていくか

などについて話し合った。

演習を通して、相手を大切に考えた自己表現を身

に付けさせることの大切さに気付いた。また、ＹＯ

ＵメッセージからＩメッセージへ意識を変換させる

ことで、相手の受け入れ方を大きく変えることがで

きることにも気付くことができた。更に、本間先生

からは 「スキルを学ぶと楽しく生きることができる、

ようになる。しかし、スキルだけではコミュニケー

ションは伸びない。コミュニケーションの大切な要

素はノンバーバル（非言語）な部分が９０％を占め

ている 」というご指導があり、スキルと共に表情や。

態度についての指導にもバランス良く取り組むこと

の大切さを教えていただいた。

２時間の講演会の中では、本間先生自らが学生時

代に経験した規則の厳しい寮生活で自分のコミュニケーション能力が鍛えられ、今の自分があると

いったお話もあり、楽しく充実した時間を過ごすことができた。また、講演会の最後には、教師の

、「 」「 」「 」資質として大切だと思うこととして 教師の自己開示能力 カウンセリングマインド バランス

「集団を動かす力 「柔軟性 「明るさ」といったキーワードを示していただいた。」 」

今回の講演会を通して参会者は多くの気付きや学びを得ることができた。目の前にいる子どもた

ちが明るく楽しい学校生活を過ごすことができるよう、今後も指導力の向上を図っていきたい。

演習で使ったワークシートのうちの１枚




